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　ＪＲ宝塚駅の改修工事に伴い、阪急に乗り換えるのに新しい道（コース）が
できあがったようだ。これは、駅関係者が意図的につくったのではなく、乗降
客が発見した道である。その平坦さゆえに多くの人々が往来している。私も利
用者の一人となった。 
　人は一団となって、二箇所ある横断歩道を通過する。当然、車が数台、その
ために停車することになる。しばらくすると、人の数は少なくなるが、一人、
また一人とそこを歩む。車が二、三台待たされる。ＪＲ、車にとっては歓迎さ
れない道なのか、従来のコースを歩むようにとの案内板が駅前に立つ。私も罪
深い者なのかとの思いもする。もちろん、歩行者にとって、｢法律上、何の問題
もない」と居直るつもりは毛頭ない。 
　ある日、私は件の横断歩道の前に、ポツンと一人残された歩行者となった。
乗用車が進み出たので立ち止まる。すると、運転される人が私に会釈をされ、
車をゆっくりと進ませた。声は聞こえないが、｢どうも、ありがとう」との気持
ちが伝わってくる。ニコニコする私。迷惑な歩行者のようなうしろめたさも少
し軽減された。 
　その後、同じことがあった時、運転手の方が、｢お先にどうぞ」と車内で手を
示されたり、微笑まれたり、その場に暖かい空気が漂う体験をする機会が増した。
中には、猛スピードで通り抜ける車もあるが。 
　私たちは道を歩く折、事故に気をつける意識を働かせながら、ひたすら前を
向いて歩む。しかし、自分と他者の関わりを頭に思い浮べ、今少しばかり落ち
着いて横断歩道を前にすると、歩行者、運転者の豊かな息づきを楽しむことも
できる。それは、秋季宗教運動・大学キリスト教週間の諸行事と私自身の関係
に似ていると思われてならない。単に走り去る眼の前の車のごとくに行事をと
らえないで、一度、歩みを休めて、それらと会話する時間の余裕を持ってみて
はいかがであろうか。そこに、新しく、優しいコミュニケーションが成り立つ
と確信したい。 
　まさに、｢ほかの人々のように眠っていないで、目を覚まし、身を慎しんでい
ましょう｣（テサロニケの信徒への手紙一、５－６）の聖句のような、真に目を
覚ました自分が発見されることであろう。 
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